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平成25 年６月７日

平成24 年度補 正予算 「ＩＣ Ｔ街づ くり推進 事業」 に係る委託先 候補 の決定

総務省は、平成24 年度補正予算「ＩＣＴ街づくり推進事業」に係る提案について、

外部有識者による評価を踏まえて委託先候補を決定しましたので。お知らせします。

１　 事業の概要

災害に強い街づくり、地域が複合的に抱える諸課題の解決、経済の活性化･ 雇用の剔出、

国際社会への貢献・国際競争力の強化等を可能とする「ＩＣＴスマートタウン（※）」の

早期実現を図るため、センサーやグラウト等の最先端のＩＣＴを活用した新たな街づくり

に関する実証プロジェクトを総務省の委託事業として実施するものです。

※「ＩＣＴを活用した街づくりとグローバル展開に関する懇談会」報告書において、

ＩＣＴを活用した新たな街づくりの目指すべき姿として示されたもの。

２　決定内容

平成25 年３月14 日（木）から同年４月12 日（金）まで公募を行ったところ、75件の提

案がありました。別紙１の構成員から構成されるＩＣＴスマートタウンプロジェクト会議

における評価結果を踏まえ、以下の21 件を委託先候補として決定しました。各事業の概

要は別紙２のとおりです。

ブロック 代表提案団体 事業名

１ 北海道 北海道北見市
地域実証プロジェクト：北見市Ｇ空間情報と

ＩＣＴの連携活用事業

２
東北

宮城県大崎市

みちのくの架け橋　人とまち、絆と共にまちなか

創生事業～住民サービスID とM2M ビッグデータ

を用いたまちなかコミュニティ、暮らし再生～

３ 福島県会津若松市 会津若松市　 地域公共ネットワーク基盤構築事業

４

関東

群馬県前橋市
ＩＣＴを活用した学びの場の創造と健康を支える

環境づくり　 「前橋ＩＣＴしるくプロジェクト」

５ 山梨県市川三郷町
産学官民協働のICT 街づくり　一歴史ある地方の街

のプラス成長への挑戦－

６

北陸

富山県富山市
コンパクトシティを実現する「富山まちあるき

ＩＣＴコンシェルジユ事業」

７ 石川県七尾市
ななおＩＣＴ利活用の高齢者・来訪者などに優しく

住みたい街づくり事業

８ 東海 三重県玉城町 ＩＣＴを利活用した安心 一元気な町づくり事業



９

近畿

大阪府箕面市 ＩＣＴを通じた地域と教育の再生事業

10 兵庫県淡路市
地域住民の生活利便性を向上する淡路I  CT

スマートアイランドプロジェクト

11 奈良県葛城市 新時代葛城クリエーション推進事業

12
中国

鳥取県米子市 よなごスマートライフ・プロジェクト推進事業

13 岡山県真庭市 真庭の森林を生かすＩＣＴ地域づくりプロジェクト

14

四国

徳島県
放送と通信の融合による、地域力・地域連携を

活かした災害に強い徳島プロジェクト

15 愛媛県松山市
松山市　 健康 一観光街づくり

｢スマイル　 松山プロジェクト｣

16 愛媛県新居浜市
ID を利活用したバリアフリー観光 一移動、

避難・救護システム

17

九州

福岡県糸島市 ＩＣＴを活用した見守りの街糸島

18 佐賀県唐津市 唐津ブランド戦略支援型、防災 一減災システム

19 佐賀県武雄市
オープンデータシティ武雄の見える化と

エコシステムによる農業活性化

20

沖縄

沖縄県名護市
おきなわI C T Smart Hub タウンモデル構築

及びASEAN 地域への展開事業

21 沖縄県久米島町
豊麗のしま　 一　 久米島地域経済活性化

プロジェクト

○関連資料

・「ＩＣＴを活用した街づくりとグローバル展開に関する懇談会」報告書の公表
（平成24 年７月４日）

・平成24 年度　ＩＣＴ街づくり推進事業に係る提案の公募 (平成24 年９月６日)

・平成24 年度 ＩＣＴ街づくり推進事業に係る委託先候補の決定（平成24 年11 月27 日）

ＩＣＴ街づくり推進会議

・平成24 年度補正予算　ＩＣＴ街づくり推進事業に係る提案の公募

(平成25 年３月14 日)

＜連絡先＞

総務省 情報通信国際戦略局 情報通信政策課

(担当：高橋補佐、赤川主査、伊澤官)

電話:03-5253-5482

FAX : 03-5253-5721



匚晰 コ

ＩＣＴスマートタウンプロジェクト会議　構成員

(５０音順)

氏　 名 役　 職　 等

( 座 長)

おか　 もとゆき

岡　 素 之

住友商事株式会社相談役

こみやま　 ひろし

小 宮 山　 宏
株式会社三菱総合研究所理事長

すどう　 おさむ

須 藤　 修
東京大学大学院情報学環教授

とくだ　 ひでゆき

徳 田　 英 幸

慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科委員長

兼環境情報学部教授

むらかみ　 てるやす

村 上　 輝 康
産業戦略研究所　 代表



北見市Ｇ空間情報とＩＣＴの連携活用事業 回莞 ］
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北海道北見市、一般社団法人北見工業技術センター運営協会、

議会、北見工業大学、日本赤十字北海道看護大学
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北見市医療福祉情報連携協
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北海道北 見市
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北見市が抱える課題である地震や雪害等災害発 生時 の迅速な対応、平常時における防犯 対

策、認知症徘徊や独居老人などの高齢者問題を解決す るため、一斉同報の 「メール＠きた

み」やＧ ＩＳを使 った 「北まるｎｅt」を導入するとともに、市で取 り組むＮＰＯや企業 と

連携した「地域支え合い体制つ＜り事業」のＩ
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ＮＰＯ 法人・ボランティア・市民 システム利用

◆ を利用 地域支 合 体制 くり事業 強化 　
･防犯パトロール事業
･行方不明になった認知症者の捜索事業

･災害に対する備え啓発事業

【レイヤ1:

雪害情報】
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【レイヤ3:

住基情報】
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ＣＴを活用した強化を行う。
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大 学・企 業

◆様々な災害に対する対策の研究開発

･雪害･地震との複合災害対策の検討

･ＧＩＳを利用したシステムの開発
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北 見 市

◆安心で住み良いまちづくり

スマートフォンなどでレイヤ( 閲覧者のレ

ベル) に適用した情報が入力･ 閲覧可能
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【地図情報開放レイヤ イメージ】

･災害に強いまちづくり

･高齢者に暖かいまちづくり

◆まち経済の活性化

･新たな雇用の剔 出
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【既存システムとの連携】

.｢北まるｎｅt｣

･｢メール＠きたみ｣
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－ － 【 北 見 市: ＩＣＴ ス マ ー トタ ウ ン の 実 現 に 向 け た 事 業 】

【 事 業1 】防 災 対 策 に つ い て の 研 究 開 発 お よ び セミナ の 実 施 事 業

･警 報 伝 達 手 段 や 道 路 解 析 に お け る 実 証 実 験

･ＩＣＴを 利 用 し た ＤＩＧ の 実 施( 防 災 訓 練) お よ び セミ ナ 等

【 事 業 ２】ＩＣＴ利 活 用 し た 設 備 の 構 築 お よ び 再 構 築 事 業

･多 地 点 ｗeb 会 議 シ ス テ ム の 導 入 等

【 事 業 ３】Ｇ 空 間 情 報 配 信 シ ス テ ム の 開 発 お よび 啓 蒙 事 業

･Ｇ 空 間 情 報 配 信 シ ス テ ム の 開 発 お よ び セミナ 等

－ = I ㎜㎜ ㎜ ･ I ㎜ ㎜ ㎜ ㎜

マートフォンやタブレットで

報 をリアルタイム簡単入 力
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みちのくの架け榲 人とまち､ 絆と共にまちなか劍生事業

～住民サービスIDとＭ２Ｍビッグデータを用いたまちなかコミュニティ、暮らし再生～

宮城県大崎市、アルプス電気株式会社、ソフトバンクテレコム株式会社

宮城県大崎市中心市街地
一一 一 一 一 一 一 一 一一一 一　　　 一
大崎市中心市街地復興まちづくり計画で抽出された課題を解決するため、市民ＩＣＴサポータ制度事

業、みんなで見守りサービス及び災害に強い920MHz コミュニティ無線ネットワーク(WiFi街灯)を導入

し、回遊性 ／地域コミュニティカの調査や共通IDや行政保有データ活用の有効性を検証する。
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災害に強いネットワーク
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にぎわい向上

大崎市役所
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回遊性/ 地域コミュニティカ 調査
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会津若松市 地域公共ネットワーク基盤構築事業
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会津若松市

福島県 会津若松市
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地域社 会の抱える課題解決に向けた戦 略・政策立案を可能にする仕組みづくりと継続 的に運用

可能な地域モデルを構築するため、住民、各種分野の民 間企業 、学術機関、さらに公共的団体

が行政と連携・協働し、①地域社 会の共通ＩＣＴインフラの構築、②ビッグデータの利活用 によるア

ナリティクス人材の育成、③ＩＣＴ関連産業等地場産業の振興、④ＩＣＴプラットフォームを防災・減

災に係る情報の伝達・収集のための機能切替を実現する仕組みを導入し、各種情報共有 一利活

用の推進を図る。
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優れた人材による市民サービスの創造

会 津 産 学

コンソーシア ム
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IＣＴを活 用した学びの場の創造と健康を支える環境づくり 「前 橋ＩＣＴしるくプロジェクト」

前橋市、ＮＰＯ法人首都機能バックアップ推進協議会、前橋工科大、前橋商工会議所、九州大学

群馬県前橋市

社会情報認証基盤と共通ＤによるICカードを活用し、各部門にまたがる様々な行政情報やビッグデータを有機的

に統合し、提示することで市民に対する創造的新サービスや双方向行政サービスの提供を可能とするＯこれによ

り、前橋市の特性である充実した教育環境と全国有数の医療環境をさらに進化させる。

プッシュ通知とＷｅｂ申込み

による双方向型のサービス

を提供

丶ヽ
φ

。 。。

ポータル
への発展性

スマートフォンからのアクセス

による利便性向上

行政情報のマイポータルとして、各部門をまたがる行政

データをＧＩＳ等を活用し、一元的に提示
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コンパクトシティを実現する｢富山まちあるきICTコンシェルジュ事業｣
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富山市、(株)まちづくりとやま、富山大学、富山県立大学、(株)インテック、

富山地方鉄道(株)、(株)ケーブルテレビ富山、日本エレクトロニクスサービス(株)

---------~-･-------- →--------------　　　　　　一一一一一一一
の 中 で 掲 げ て い る 「 歩 い て 暮 ら せ る ま ち づ ＜

富山県富山市
------------------------- 一一---- 一
富山市が策定した 「コンパク トシ ティ戦略」

り」を実現するため、生活者へのまちあるき情報を提供し、歩行者の動態情報を収集 一分
析 を 行 う た め の Ｉ Ｃ Ｔ イ ン フ ラ の 整 備 や 情 報 配 信 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 等 を 導 入 す る 。

……………‥一一一一

スマートフォンアプリで集めたGPS 情報や、中心市街に設

置したネットワークカメラからの通行人 調査、交通IC カード

(おでかけ定期券)の乗車データを分析し、人の動線、高

齢者の活 動状況、イベント効果等を把握することにより、

今後の街づくり計画に活 用する。

駅・交通機関・街なかに設置したデジタルサイネージ、及び

スマートフォンを活用し、視聴者の置かれているロケーショ

ンや年齢・性別等に応じだ まちあるぎ のための情報を配

信し、公共交通の利 便性を向上させるとともに街の賑わい

を剔出する。

駅や街中など人の集まる場所にWi-fiスポットを整備すると

もに、歩 行者の動態 情報を収集するためにネットワークカ

メラを整備し、公共交通 機関のロケーション情報を配信す

るために、路線バス、路面電車にGPS 端末を整備を行う。



産学官民協働のICT街づくり一歴史ある地方の街のプラス成長への挑戦－

６

言) と.j･::j山 梨 県市 川 三 郷 町

町の地域資源を活用し、災害に強く成長する街づくりを実現するため、地域情報連携基盤となる

広域ＳＮＳを構築して、産業活性化、観光客と就学児童の増加、暮らしやすさの向上(買物弱者、

健康管理支援)に取組むとともに、災害対応管理システムと広域ＳＮＳのシステムの連携させた

ﾄﾞｱ1‾1こ1こ防 災 訓 練を行い 、防災 力 の強 化 に取 組 む 。
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四安全安心な学校
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ななおＩＣＴ利活用の高齢者・来訪者などに優しく住みたい街づくり事業
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七尾市、七尾商工会議所、七尾市観光協会、

一般社団法人石川県情報システムエ業会、金沢星稜大学

石川県七尾市 －　 一一一一
能登の世界農業遺産や七尾市の観光温泉資源を活かし、CATV回線利用のグラウト型WiFi、

ICT利活用サービス等共通IDによるななおプランティンク発信、来訪者、地域住民消費者と

農水産観光サービス関係者との直接コミュニケーションの観光導線見える化等による事業

継続と雇用回復、協働共創で発展する安心で優しい住みたい魅力な街づくりを行う。

⇒
自治体等保有データ

行政情報･防災情報

緊急･災害時情報など 情

＿ 報
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農 水 産・観 光 等 保 有 データ？
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能登農水産食材･観光情報 －

公共交通･沿線情報など　
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七 尾 商 工 会 議 所

Wi-Fiサービス機器

認証・共通ID

プラットフォーム

データ収集 一分析
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IＣＴを利活用した安心・元気な町づくり事業
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三重県玉城町
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共通ID 、情報格付等を民・産・学・公 一官で活用することで、安心 一元気な町づくりを推進するため、

住民情報関連データ、オンデマンドバスの利用データ、行政情報提供データ、住民が様々なサー

ビスを利用することで発生する行動( 履歴)データ等を蓄積 、連携可能な｢玉城町きずなビッグ

データ｣を共通プラットフォーム等を構築する。

渣 茅内丿岑/

①民産学公官が利用可能な｢玉城町きずな

ビッグデータ｣の構築。。

②民産学公官による｢玉城町きずなピック

データ利活用協議会｣(仮称)の設立

(1)利用ルール作りと応分の運営費負担。

(2)個人情報保護などセキュリティに配慮

した上での安全な運用環境の維持。

③玉城きずなピックデータを活用した事業

(1) 要 援護者通信( 大丈夫コール)

(2) オンデマンドバス(元気バス)

(3) 健診情報通信

(4) 防災情報通信( 注意コール)

(5) 自治体情報通信(元気コール)

(6) ちよこっと農業

(7) 買い物支援

(8) 配食サービス



IＣＴを通じた地域と教育の再生事業
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箕 面 市 の 学 校 】

一一--- ●
ｉ　 に 玉

箕面市、西日本電信電話株式会社（ＮＴＴ西）、日本電気株式会社（ＮＥＣ）、株式会社

ケイ・オプティコム　等

大阪府箕面市

タブレット端末による①双方向授業、②地域学習、③通学路の安全確保、また学校への

ディスプレイ設置による④ハット市とのコミュニケーション環境の構築により、子どもた

ちの「知 一徳・体」のバランスのとれた力の習得と、「子どもたちを地域で育て守る」と

いう意識のもとで地域コミュニケーションの再生を図る。

生徒が共通ＩＤで専用の

マイページヘ

シングルサインオン
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【２ 】児童・生 徒の安全確保

・地域の危険箇所点検の結果などをＧ ＩＳで配信し、

通学路の安全を確保

【３ 】地域学習の推進

・地域デジタル資料館を活用し、地域のこと学ぶ授業を

展開（例：地域の歴史や校区体験など）

●●●●●●●●●●●●●● ●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●● ●●●● ●●●●●●

◇
地域の危険箇所点検や地域学習コンテンツの
検討などにより、

「地域のこどもたちを地域で育て守る」

【運営協議会 】

国 匹 | 青少年指導員連絡協議会

な ど の 地域 の団 体

距離9,000km、しかし時差はたった3時間

【４ 】″活きた英語力”の醸成

・箕面市の国際協力都市であるニュージーランド・ハット市

とディスプレイを活用してリアルタイムの学校間インター

ネット交流により、“活きた英語力”や国際性を養う

ご匸’･．１１　’･･　：姑11

ハット市の学校】

【５ 】災害時通信の確保

・ディスプレイを学校などに設置することにより、災害時に

おける災害対策本部と避難所の情報伝達手段を確保する



地域住民の生活利便性を向上する淡路ＩＣＴスマートアイランドプロジェクト
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リ テ ラ シ ー 共 有･ 強 化

タブレット講 座 など の 勉 強 会

と､ コミュニティの 活 性 化

◆EVによる宅配 サービス利用法

ｉ ◆農業経営支援システム利用法
L W

◆ECサイト(地場産品や パンの

オンラインショップ)利 用法

など
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・
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ヘルプデスク､ インストラクション

コールセンター､ データセンター

インターフェイスの改修
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株 式 会 社 パ ソ ナ ロ ジ コ ム
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兵 庫 県 淡 路 市

活が持続する仕組みを構築する。
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チ ャ レ ン ジ フ ァ ー ム

農業分野で独 立を目指す

若者向け農業ベンチャー支援

こ こ か ら 村

｢半農半芸｣ の

兼業スタイルを提唱

⇒300 名の人材育 成

の じ ま ス コしこ ラ

廃 校小 学校にて

更なる一次産業の復興と

島内の雇用剔出･地域活性化
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防災・減災
ラジオ関西での現サービス

統合DB

パ ソ ナ グ ル ー プ

淡 路 市 で の 取 り 組 み

パソナグループは2008 年より淡

路市とともに就農者育 成や6次

産業化人材の育成など雇 用創

造につながる取り組 みを実施

住民共通ID やビッグデータ、Web/ アプリケーション技術などを組み合わせ、地域住民がーつのIDで利用できる、

生活に役立つ各種サービスを導入する。併せて、実証に参加する住民の方々を対象に講習会の開催、問合せ

窓口の設置、利用者の声を募るためのコミュニティ形成などを支援することで、全体的なICTリテラシの底上げ

を行い、事業終了以降も継続的なサービスの利活用と改善 一改修のサイクルが続き、住民の方々の豊かな生

WEB システムを通じて

必要な時･必要な人一場所に
必要な情報を提供
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新時代葛城クリエーション推進事業
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葛城市、近鉄ケーブルネットワーク、凸版印刷、イオンリテール、オムロンヘルスケア、

関西大学、奈良女子大学
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広域行政連携

鈿

）
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高度孀 雎 を札 かつ羆 可防 諜 鯲 サービスの感

広域行政 連携

必

奈良県葛城市 （ＩＣＴ防災訓練等一部企画については近隣自治体・奈良県・国交省事務所を含む）
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共通Ｄ 、市民サービス統合型プラットフォーム、統合型ＧＩＳ等のＩＣＴ利活用により、公民館等の

コミュニティ拠点において自助共助型地域コミュニティ再生の場と機会を創出し、地域コミュニティ

が持続的かつ自律的に生活運営していく 自治力”の飛躍のためのビジネスモデルを構築一実証。
－ i － ・

.,/"'ﾐ ｀ﾐ
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統 合 型 Ｇ ＩＳ

▼

生 活 支 援 か ら

防 災･ 減 災 ま で

( 既 に 稼 働 中)

自 治 体 グラウト

▼

２市５町による

共同構 築･運営

〔既に稼働中〕

市 民 サ ー ビ ス　 ∧ 市 民 共 通ID

グラウト　　　　　　　 ▼

▼　　　　　マイナン パー活用を

生活 支援サービスの 前提とした】Ｃカードに

統 合プラットフォーム　よる運用(ＮＦＣ等)

に

ｌ―

行 政( 市 職 員･ ＯＢ等)

地 域 の 専 門 家

(医師､ 保 健師､ 介護士､ 栄養士等)

企 業

(新時代葛城クリエーション 研究会囗也)

大 学 等 学 術 一研 究 機 関

そ の 他



よなごスマートライフ・プロジェクト推 進 事業
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米 子市
ヽ(

株) 中海テレビ放送 ＮヽＴＴコミニ1－ニケＴ ションズ( 株) 旦ヽ妾孝 子高専ヽ鳥取県
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鳥取県米子市

「鳥取発次世代社会モデル創造特区」で推進しているＥＶ、及びHEMS 電力センサ）、

ＴＶテロツパー、太陽光発電、蓄電池、ＥＶ充電スタンド、健康測定センサと、CATV

網、共通データ管理基盤により、平常時は個人毎の健康管理と節電支援・エネルギー地産

地消、災害時は災害惰報の早期提供と電力供給、要援護者支援を行う。
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１【想 定 災 害 】

卜 平成12 年鳥取県西部地震

） 平成23 年豪雪（通称:山陰豪雪）

｜･平成２３年東北地方太平洋沖地震

自治体(米子市･ 鳥取県)とケーブルテレビ局、市民が、平常時･災害時にビッ

グデータ及びＩＣＴ(共通Ｄ・共通プラットフォーム)を活用して連携することで、放

送一通信・エネルギーの融合による新たな生活価値を剔出することを目的！



真庭の森林を生かすICT 地域づくりプロジェクト
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灘 林 作 業 者

真庭市
ヽ岡山

県農林水産総合センター森林研究所ヽ(社呷 山冲 央総合笋報谷馬
西日本電信電話株式会社、真庭森林組合、真庭地区木材組合、真庭木材事業協同組合、

真庭バイオマス発電株式会社、真庭システム協議会
一 一一一一一　　　　 一 一-･------------･-

岡山
県真庭市全域

---------- 一一---･---　　-　 一 一　　 一一 一一一 一 一
｢美作材(みまさかざい)｣の産地である真庭市の森林保全と資源活用の高度な両立を図ることで、

地域経済の活性化(20 億円の産業規模拡大)、雇用の拡大(200 名程度の新規雇用創出)、迅速

な災害把握・復旧による資源の保全を実現し、面積の7割を｢森｣が占める我が国の成熟都市を対

象としたICTスマートタウンの先行モデルを形成する。 -----------一一一---一一----

ヽ/平常時：樹木の分布状況
ｙ災害時土砂災害、風倒木、雪害等の被

森林現地での作業
） く、
効率化

丶丶
丶丶

丶

ｊ

･･'樹種・樹鴫.・･樹高等の森林情報記録

／間伐等の作業記録

共 通ID( 土地) に

よる地理 空間 情報を

活 用した

共 通プラットフォーム

○

１

‾li ‾‘ ‾゙‾　森 林 の 保 全 と 活 用 の 両 立
Ｓ　

／ヽ森 林整 備 計画の 立案　 ／
１　　　

７保安林 や 林道の 適切 が管 理

｀･-･･ヽ,｡｡。　 ７森林活 用に よる 地域活 性化 方策 の 検討。

７ 三谷 ぶ・ こ災 害時 のU↓申褫 害状 況把 握。

向上

／ヽ路網の計画的な整備及び管理
ｙサプライチェー冫 の高度化・効率化。

／ヽ災 害時の山中被害状況把握。
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放送と通信の融合による、地域力・地域連携を活かした災害に強い徳島プロジェクト
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通信を融合した「Jo  i nTV」を導入し、住民の身近なデバイスであるテレビやスマートフォ

ンを通じた見守り等の高齢者支援や災害情報の配信等を実現する。
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健康・観光街づくり「スマイル 松山プロジェクト」
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厂松山市、㈱愛媛新聞社、㈱パイプドビッツ、㈱大栄電機工業、㈱電通西日本、㈱電通、

イー・ビー・ヘルス・ケア㈱、(以上、事業コンソーシアム)、愛媛大学、(公財)松山市文化・スポーツ振興財団

愛媛県松山市

住民の街、観光の街、松山が活力ある街であり続けるために、①健康ICT事業、②観光ICT

事業、③減災ICT事業の3つの事業を実施。住民の健康増進を図り、松山をより深< 知り関与を深 、
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新 た なICT 連 動 型 観 光 活 性 プ ロ グ ラ ム の 提 供

●観光情報 （観光地、推奨観光ルート、 レストラン。

イベント等）を 選択表示。回遊・滞在性向上を狙う。

●主要観 光ル ートについて。距離による消費カロリー

の目 安を 表示。観 光の健康効果を 見える化する。

●街歩きしながら 俳句の 街松山を楽しむ．俳句・投句・

・ 閲 覧できる 機能を付加 するこ とで．街をより深く知り
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IDを利活用したバリアフリー観光・移動、避難・救護システム
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新居 浜市

新居浜市、株式会社 ハートネットワーク、慶應義塾大学

介助 者

の観光客は「災害弱者」となる

１ 新居浜市民
障害者・高齢者

１

Ｊ ●ｉ Ｊ = ■㎜ ■７１■ ■

1 貰畏臣
本部,民生員等16

新居浜市
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新居浜市において、バリアフリー観光一移動少子高齢化が進み、災害多発地域である観光都市、
"゙

－　I゙‾‾S S一二●一事=‾　　ミミ　　･　-　●－
システム、緊急時・災害時はバリアフリー避難・救護システムとして、利用可能なＩＣＴバリアフリー

システムを構築する。行 政、地域メディア、コミュニティが一体となった救 護体制を整備するととも

に
、

要 援 護 者 情 報 及 び 援 護 者 情 報( 消 防 団 員
、

民 生 員 等) の Ｄ を 利 活 用 す る
。
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緊 急 時 ・ 災 害 時

バリアフリー避難・救護システ ム

市内の高齢者・障害者及び外来者へ
ICTを利活用して、地域コミュニティが一体となって

新居浜市　
街ぐるみで救護体制を提供

観光客(市外)
障害者・高齢者

平時 匆『

バリアフ リー観光・移動シ ステム

障害者・高齢者に配慮した

観光・移動サービスを街全体で提供

バリアフリ ー健康管理シ ステ ム

病院が未設置の離島、山間地における

高齢者・障害者の健康管理サービスを提供

観光都市　A 市

観 光 都 市 ・ 新 居 浜 市

少 子 高 齢 化･ 災 害 多 発 地 域

都 市 機 能 、生 活 機 能 が 分 散 さ れ た 都 市 構 造

(離島･大島. 別子 山山間地 等が存在する複雑な 地形構造)

平 時 と緊 急 時･ 災 害 時 の 別 なく

サ ービ ス が 連 続 す る

ICT バリア フリーシ ステ ムを 構 築し 、

高 齢 者 を 含 む す べ て の 人 々 に

安 全 で 安 心 で き る 街 を つくる

工 和 面 蘇 石 司: 万

一:
.` ･ .I ･..･　　　　　* 
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川 剔ｆ ・別 子山ゾーン･
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観光都市　C市　　　●60歳以上人口が市民の約36％●入込観光客数（1~12呎観光都市　C市　　 礁 難 ｍ 丁 ミ 難 莇 湎

（全国高齢化率:i む6% ）　　220万人（平成32年度目標

新居浜市民　 灸 観光客(市外)
健常者　　　　　　健常者
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糸島市、国立大学法人 九州大学、独立行政法人 国立高等専門学校機構 北九州工甼帝董

専門学校、財団法人 福岡県産業・科学技術振興財団 社会システム実証センター、公益財団

法人九州大学学術研究都市推進機構、株式会社 三好不動産
一一 一 一一 一一一　　　　 一一一一一 一一一- 一一 一一　　　 一 一一一一一一 一 一一一

福岡県糸島市__　　　　　__･　____

災害に強く、子供・高齢者・買い物難民等を見守れる街づくりを実現するため、子供・高齢者を中

心として希望する市民25,000人にICカードを配布し、学校の校門に設置したゲートやバスに設置

したりーダ等により、必要に応じて様々なタイミングで、動態情報を収集、それを活用して見守り

や御用聞きサービス、オンデマンド交通、防災訓練等を実施。緊急時には安否確認、子供の引

渡し、避難誘導等に活用する。
一一 一 一 一 一　　-　　　　-
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唐津ブランド戦略支援型、防災・減災システム
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唐津市、フリービット株式会社、(株)コアラ、九州大学、公益財団法人バイパーネットワーク社会研究所

ｉ佐賀県唐津市

市民・観光客の投稿写真や気象センサー情報を表示する地図サービスを提供。センサー情

報は農家の農業日誌とも連携。高齢者にはタブレットを通じたバイタル管理と問診システ

ムの提供による見守りを、住民・観光客には行動履歴を踏まえたレコメンドサービスを実

施 。

センサー設置( 市内各処)

１ 異常気象監視

平時は農業利用

叭 凰

異常値感知を通知

防災 地図を モ バイル対 応で 整備( 現 状ＰＤＦ)

9U 燃 千

万

参 加
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玄海原子力発電所

張詣
玄海町
地域
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武雄市、ネポン(株)、ＮＴＴデータカスタマーサービス(株)、(株)ＳⅢＳ、慶應義塾大学
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佐賀県武雄市

武雄市の掲げる｢収益性の高い、やりがいのある農業の確立｣、｢高齢者の福祉｣を強力に推進

するため、共通ID利用等のＩＣＴ利活用を通じた｢農業の振興｣と｢農業従事者の負担軽減、健康

作り｣を一体として展開する。

具体的には、各種センサーを活用した農業の生産管理、各種資源・情報のシェアによる農業振

興/農業従事者の安心・安全ネットワークの確立/農業従事者を対象とするビッグデータ分析と、

エビデンスに基づく効率的な保健事業による農業従事者の健康作りと生産性向上/FB良品を利

用した生産物の高付加価値化、新たな販路拡大を行う。

塗;品質化店力化笳 度化
・技術の画一化ｓ 観憧報盾況情報等(7)榲供
・各種マニ４アル牘 報の并有( グループウェア)
・研修籌の霙篦によるIT利諧羶力の『甸上

匹

ブ
レ ト め プ ア

. ＿　 ＿　　SNS利用嚆召

i 洳ド 亠

マ ｜

匹

ぬ･T
キニウリ・パクチー・イチゴ・トマト
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データ讐頂

分析フィードバック
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ｇ 洫負荷低混
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流ii眤望
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・出荷登漬報
(ｉ 芝伉拾)

小売り店歸

食品業界笏

両疼褶叨？仍i聊呪 てよ る９ 心・９ 全向上

・各種レ セプ Ｍ糾 匯．健臘診断罎報籌と

農作栗 申の身 体チータの比藍 籌による

予防的医療の充実

・災害発生崎の対応も実施

冫l-－づ气xギー々笳利賍て斧胞『雇釣なシｔＴ推攅

- 心皿

・1ヽ ラクターなど農栗褶疂のシェア

・農業資材（ ハウスそのもの等〉のシェア

・陳詢,ヽ 者羣蔘労働者等農業従事者のシ禺ア
・水門笏の監観作果/犒報のシェフ
・作某のシェア くごみ処理等含む）

・行政で（7）必要手続きのシｓア
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一 一 戸

・悒辰診断眉ii

翁 オープンデータ蝕

:鋸昌

'゚ タア

.弓 ぶ ﾌﾞ

饗W99Wyﾗﾌ;:宍で_ﾚｴ

‘マ Ｊ７５‾‾
ぼ 宿 謌

クラウドプラ ットフォーム

需箋データ

クラウＫ

フ７ンヂインヴ

消貧者
窓ｌｇ堅



おきなわICT Smart Hubタウンモデル構築及びASEAN 地域への展開事業
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防 災

観 光

環 境

･住民及び観光客向けに、緊急速報メールや情報提供ポータルにより、避離情報等を提供する仕組みを検討する
・自治体職員向けには、住民や観光客の避難状況をリアルタイムに把握して、的確な意思決定をサポートできる仕組みを検討

する

・国内、海外の観光客が、自己所有のスマートフォンや、ＰＣ･タブレット等を用いて、台風等の情報を収集する
･ブッシュ型配信により、現在位戳にひもづいた観光情報の提供を可能にする仕組みを検討する

･企業で取得した電力消費量のデータをグラフ化して提供し．電力削減に向けた分析に使用するための仕組みを検討する

Ｅ
Ｊ　

ｏ　　　 ｉｏｊｉｉＳ・　　
、SI･

ユ　 “
？ 冖ミ“

匹
グラフ化して提冖　　　。

笏;　 じ　･== し　 一 二･i
口

匸　| 冫 夛 笥

゛　　 こ こに:l､､昌 螽蠡 、　
暫『　

タブレット等　謡i ぶ ぶ7』　　I 子］j:こ万”7T　7ぶg　 習瑟瑟（ＧＰＳ機 能 付 き ）（民 間施 設 等）

【 共 通ID 達 携 】･OpenlD 及 びSAML を 利 用 したシン グル サィン オン の 突 現

･ 共 通ID （ 位 置ID および 人ID ）を 利 用し 、防 災･ 観 光･ 環 境 デ ータを 遼 携 さ せ た 新 た な サービス の提 供



豊麗のしま 一久米島 地域経済活性化プロジェクト
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久米島町、日本電気株式会社

沖縄県久米島町

久米島町の人口の約四分の一を占める高齢者を元気にするため、農産物の地産地消や高齢

者の見守りを行うためのＩＣＴシステムを構築するとともに、島内WiFi網の整備や観光ア ：
－　 －
プ リ の 提 供 を 通 じ て 観 光 客 の 利 便 性 向 上

、
地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ と 経 済 の 活 性 化 を 図 る 。

一　 －　　　　 一一 一一 一 一 一 一

搨 ，
センサ技術による農業

技術の見える化

遠隔技術指導
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ヽ
こ 二 亠

・ ・.

゛



平成２４年度補正予算　ＩＣＴ街づくり推進事業　1 次審査（書 面）結果

＜選定のポイント＞

① 明確な布づくり鬯笥とＩｃＴによる解決策
② 平時のＩｃＴ利尭用と緊急時一揖霍時にお什る防災･瀘災機能の彜邨

吻 共遜剛 二よるリアルタイムデータや行政保有データ苓のピックデータの利活用

勍 ＩｃＴインフラ基里やインタフェースの確保による住民参加

⑤ 街と脚の辺携･相互補完

⑤ 明蔵な街づくり峨略を餮逃する・ａ学公官の逕訛体制

⑦ 費用対効果
⑤ 政蔓な事業の実篦及び碑果震開⑤政蔓な事業の実篦及び碑果震開

岡厦譱 小宮山横成員 徳田槇成員 須萵柵成ｉ 村上構成凪 総龠

瞿別 代既惶案者 串贏名 事業爾要 実施地嫉 ① ②《S ④ ⑤ ⑤ ⑦ 酋 合計ｅ ② ⑤ 卯 ⑤ ⑤ ⑦ ⑤ 合針 ① ② 吸 祕 ⑤ 面 ⑦ ⑤ 合計 ① {X ③ ④ ⑤ ⑤ C力 面 合計 ① ② ③ ＠ ⑤ ⑤ ⑦ 卯 合計 平勾

地域 武雄市
ｵｰ ﾌﾟﾝ ﾃﾞｰﾀｼﾃｨ 武維の見える

化とＴ-･システムによる農業活悗化

〈 農業.偉匯＞
水耕跋縊のハウスに各差センサーを般置し､監観の省力化や

データに基づくi 嶋の営輿指専を猯現､盒杲従事者のバィタル
デ→ を検診 ﾃﾞータとグラウト上で比鮫し.便庫づくりを促進｡震産

勧は ﾌﾞﾗﾝ ﾄﾞ化しF･･･bgkでpRし.基鉛産業である菰衆の廸典を

圀ス

佐冤県昔昔市 ５ ４ ４ ５ ４ ４ 4j ５ ４ ３ ５ ４ li 4.3 ４ ４ ５ ５ ４ ５ 4j ４ ５ ５ ３ ５ ４ 4.3 ５ ４ ４ ５ ４ ４ 4_3 4j



平成２４年度 緬正予算 ＩＣＴ街づくり推進事集2 次審査（ヒアリング）結果

〈 選 定 の ポ イント＞

① 明 確 な 街づ くり政 略 と ＣＴによる 解 決 蚩

② 平 畔 のＩＣＴ利 活 用 と緊 急 時- 災 番 時 にお ける 防14･ 減 災 酖 鰒 の 発 郵

$  AttDI によ るリアjレタ イム デ ー タや 行 取 保 有デ ー タ籌 のビ ッグ チ ータ の利 活 用

吸 ＣＴインフ ラ貉 襲や インタフZ 一 入の 孩 俣「=よる 住 民 参 細

⑤ 街 と面 の 違 酪･ 相 亙 挧向

⑤ 明 確な 街づ くり 眼 略を 推 進 する 瓦 歐 孛 公官 の 逼携 休刳

忠 良 舉 対 効 果

⑤ 確 実な 奉案 の 実無 五 ぴ 成 果 匱 闊⑤ 確実な串業の案施五び成果諷圀
岡座長 小宮山臈喟目 価躙構成員 須萵柄成皿 射上衲建良 総合

軅別 代表提案者 事業名 事毒愚聚 実施洫il ① ② ③ ＠ ⑤ ＠ ⑦ ⑤ 計 ・ ② ③ ＠ ⑤ ⑤ φ ⑤ 黔 ① ② ＠ ＠ ⑤
ｅ

⑦ 聊 計 C） ② ３ 仞 ㈲ 喩 ⑦ 卷 訝 の ② ⑤ ＠ ⑤ 唹 ⑦ 勍 肝 平勾

地矯 羃雄市
ｔ 一 ﾌﾟﾝ ﾃﾞｰﾀｼ 予 で武 雜 の 見 え る

化とエ コシ スや 厶 によ る農 業 活 性 化

〈 奧 耋､ 註 簗 ＞

水 輔 氤 培 の ハウ ス に昏 憂 セ ンサ ー を設ｌ し､ 屁 辣 の 盡カ 化や

デ ータ にjあづ くａ 協 の 営 氤 指 導を 実 現. 晨 汞 従 畢 者の パ ィタル

デ ータを 枷 鰺 デ→ とｸﾞﾗｳﾄ 上1 訛 餃 し､ 慥 庫 づくり･ 促£ 政 塵

物 はフ らンド|匕しFaSSb･･k でPR し､ 基幹 産 業 であ る良 乖 の 扨 聊を

佐賀県武雄市 ５ ３ ４ ４ ３ ４ 3j ５ ５ ５ ５ ５ ５ 4.9 ４ ３ ４ ３ ３ ４ 3.4４ ３ ４ ４ ４ ４ ４ 3.9 4.0
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